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第6号

臨床検査値とは？？

　

血液検査結果を渡されたけど・・・よくわからん!ということありませんか??
健康診断で行われる一般検査が、どの臓器の状態を調べているのか取り上げてみました。

臨床検査は、患者から採取した血液や尿、便、細胞などを調べる「検体検査」と、心電図や脳波などで患者を直接調べる

 

「生理機能検査（生体検査ともいう。）」の2つに大きく分けられます。受診後に渡される血液検査結果は、検体検査の結果

 

です。以下の絵は、検体検査の指標です。脳や心臓などは、生理機能検査でもチェックできます。

基準値とは？？
基準値は、一般的なものをあらわしますが、検査方法、機械の種類、試薬の種類によって多少変動します。また、個人、医

 

療機関、文献、医師の治療方針によって目標となる値は変わりますので絶対的なものではありません。
あくまでも目安としての指標です。 肝臓

AST(GOT)、ALT(GPT)：酵素の一種で肝細

 

　　　　　　胞や心筋細胞の中に含まれます。それ　

 

　　　　　　が破壊されるとこの値が上がります。臓

 

　　　　　　器障害の目安となります。

γ-GTP：肝臓の細胞の中に含まれる酵素で、　

 

　　　　　　　肝炎、脂肪肝、胆石、お酒を飲みすぎ

 

　　　　　　　ると上がります。

総ビリルビン：血液の分解産物で肝臓を通り便

 

　　　　　　　に排出されます。値が上がると肝機能

 

　　　　　　　低下が考えられます。

アミラーゼ：糖類を分解する酵素で、膵臓と唾液

 

　　　　から分泌されます。膵炎などで上がります。

腎臓

尿素窒素（BUN）：蛋白の最終産物で尿に排出

 

　　　　　　されます。食事や運動の影響を受けます。

クレアチニン（Cr）：筋肉内で作られ尿に排出さ

 

　　　　　　　れます。腎機能が低下すると　この値　

 

　　　　　　　が高くなります。食事や運動の影響も

 

　　　　　　　受けます。

尿蛋白（TP）：蛋白の大部分は肝臓で作られま

 

　　　　　　　　　す。肝機能低下時に下がります。

アルブミン（Alb）：血液中の蛋白の一種で、　　

 

　　　　　　　　　値が下がるとむくみます。肝機能、

 

　　　　　　　　　腎臓機能の目安になります。

心臓

ミオグロビン：筋肉内に存在する蛋白で、心臓　

 

　　　　　　　にダメージがあったときに上昇します。

ＣＫ：筋肉内に含まれる酵素で、筋肉にダメージ　

 

　があったときに上昇。激しい運動でもあがります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　開発中の骨粗鬆症の薬

　　　　血中のCaは骨に行き来をすることで、常に新しい骨が作られています。歳を重ると骨形成と骨吸

 

収のバランスが崩れ骨粗鬆症になりやすくなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

　　現在、1週間に１回服用するだけの骨粗鬆症の薬がありますが、半年に1回だけになったら良いと思

 

いませんか?あるんです！半年に1回皮下注射するだけのお薬です。口からの摂取ではないために、　

 

消化器系の副作用が少なく、また無駄な吸収ロスが無いために、効果が期待できるという　　　　　　　　

 

　　　　　　　　　　わけです。早く世の中に出回ると良いですね。　

その他

ヘマトクリット：血液中の血漿（水分など）と血球

 

　　　　　　（蛋白など）の比率で、ほぼ一定ですが、

 

　　　　　　貧血ではバランスが崩れます。

HbA1c：酸素を運ぶﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝは糖とくっつきや

 

　　　　　すく、一度付くと1～2ヶ月離れません。こ

 

　　　　　こ１～２ヶ月間の平均血糖値の目安にな

 

　　　　　ります。糖尿病の目安に使われます。

からだしえん新聞は今回で最終号となります。永いお付き合い有難うございました。またの機会にお会いしましょう!!
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